
令和２年度 学校経営の重点化構想と評価
日光市立東中学校

－学校教育目標－

関係法規・方針 「うるわしく逞しい日本人」 本校の実態

◇教育基本法 ○生命を尊重し思いやりの心をもつ ○生徒の学力差が大きい。学校行

◇学校教育法 〔温かい心情（徳）〕 事、生徒会活動への取り組みは

◇学習指導要領 ○自ら学ぶ意欲と豊かな創造力をもつ 活発である

◇栃木県教育振興基本計画 〔鋭い知性（知）〕 ○保護者のＰＴＡ活動への参加状

◇学校教育の充実に向けて ○たくましい体と強い意志をもつ 況はおおむね良好である

◇日光市学校教育基本計画 〔強い意志（体）〕 ○文化遺産や国立公園など環境

に恵まれている

生徒指標 目指す学校像 目指す教職員組織

“ いきいき ○信頼される学校 ○安心感のある学校 ○特色ある学校 ○開かれた学校 バックアップ＆カバーリング

きびきび ・生徒に生きる力を育み、保護者・地域から信頼される学校 ・使命と責任を自覚し、専門性と人

はきはき ” ・教職員と生徒の信頼関係を基盤に、生徒同士が互いのよさを認め 間性を磨く教職員

・物事に真摯に取り組み 合う安心感のある学校 ・意欲と情熱をもって取り組む教職

さわやかな言動のとれ ・生徒の自主性・主体性を重んじ、教育活動を推進する特色ある学校 員

る生徒 ・家庭地域、小学校や関係機関等と連携を図った開かれた学校 ・相互に支援し合い、補い合える教

職員

ー学校経営の方針ー

１ 知・徳・体をバランス良く備えた「生きる力」を育む

２ 安心感のある人間関係、安全に過ごせる環境をつくり維持する

３ 自己有用感を高める学年・学級経営、生徒会活動、部活動の運営を推進する

４ 小中一貫教育の推進を図り、義務教育９年間での人間形成を目指す

５ 情報の収集とともに発信に努め、家庭・地域との連携を図り、学校力を高める

ー学校の努力する課題ー

深い学びを実感できる授業づくり

～互いに高め合える集団づくりを基盤として～

ー今年度の努力点と具体策ー

温かい心情（徳） 鋭い知性（知） 強い意志（体）

①心に響く道徳教育の推進 ①基礎・基本の定着 ①健康の保持増進

・主体的に考え、議論する道徳授業 ・少人数指導やＴＴ指導など個に対応する工 ・保健教育（保健体育、学級活動等）によ

・全教育活動を通した道徳教育の推進 夫、ドリル学習・帯学習の活用 る健康の保持増進に関する指導の充実

②安心感のある人間関係づくり ・朝学（読売ワークシート）､若杉タイムの効果 ・生活習慣に関する家庭との連携強化

・学級活動や学校行事、生徒会行事などさま 的な実践 ②体力の向上

ざまな場面での働きかけ ②深い学びの実感 ・実態分析による体力づくり

・優しさや思いやりに配慮した教室環境づくり ・「学び合い」を重視した授業展開の工夫 ・体育的行事の協働運営

③規範意識の醸成 ・「ねらい」「めあて」「振り返り」の適切な設定 ③危険予知能力、危機回避能力の育成

・全教職員による一貫した方針に即した指導 ③授業力の向上 ・現実的で効果的な避難訓練の実施

（方針は一致、方法はさまざま） ・単元全体を見通した教材研究の充実と指導 （自分の命は自分で守る）

・学級、委員会、部活動などでの、望ましい集 法の工夫・改善（一にも二にも教材研究） ・自他の生命を尊重する態度の育成

団づくり ・研究授業、公開授業など、授業実践から学

ぶ授業改善（机上より現場）

学校経営上の努力点

○企画力・実践力・調整力のあるミドルリーダーの育成 「プラスワン」

○報告・連絡・相談を基本とした組織対応力の向上 「チーム東中」

●ＰＤＣＡサイクルによる各教育活動ごとの修正・改善（早い段階での個別計画への反映）

●学力・学習状況調査、 Q-U 、 NRT学力検査など各種調査による検証・分析（分析結果による課題の明確化）
●自己評価、生徒・保護者アンケート、学校関係者評価による修正・改善（保護者への周知、教職員の意識改革）


